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敷地は間口 12m、奥行 45m となるやや細長いものとなる。建物
は前面道路に面して雁木を構え、店舗、奥まって主屋、土蔵と
中庭、木造の茶室を中心とする建物が配される。土蔵は主屋に

























するところは、「この建具枠を文政 12（ 1829 ）年に改めた」考え
てよいだろう。実際、建具枠の裏面を触ってみると、切断を受
けた太枘が残されており、中古に改造を受けたことは明らかで
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